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絶食ファミl上質約の闘蝕千関する嘗情のあフせレ綿棒番線経過  ∴∫ご1∫■●  

各  卑日 日  毎  
食   

蜜  敢  内  容   

ぎ9、葺、／7  雛r何等情姓提各員金   契約内患の間教条、賀節婦ゑ紅の問題鼠等をや壬じド客観した．   
3、きプ  市友カ＼ら、あっ也レ調停の付諷を受けた．   

年、／   

＼ノ／  

あっせん／卜各章公   当事者卜出席を荒恥事情聴取宜行った．  

（鍼料卜勘緑、 

級申出人 攫軌綿裾お公社  

管経本詐葦長 

絶間卑頚せ ⊂二：ニニニニユ  

老臣鳩車（操車押し、ニムトスの対応ドフいて∫月／0日き乙、ト丈老子、回答  

するよう求のたpr   

告、／0  馨庄璃事（瑚から、亀吉締より攻のようち「回答がやフた。  

（り 申ぬ人の代＼軍人色濃足してf草しい・。  

拘 イヤ確人ド打し戊払金額のβ凱を∫回分き巾こより鼻牒え巨牒払う旨の攫紅  

する田老、がある。   

i、／之   あフせん′卜蚤襲合   嘗略矩擢各島今の代最尊顔乙して、ヤ鴫各員（凱飽）ドあぅせん諭呼  
舶用苦情処理各舜合   の単色ヒフてもらうこ乙を淡熟した。   

£し／ら  やゝ9一においてト・中晩鯛が級申ぬ人ヒ定率宜行フた終貰、服帝政  

人より、吏払食客項の80▲摘∂30万円包細均尊分富むで、支払ラ乙の知解  

寒の視界があった二  
l  、、 

l、  、、l  、  :10 

い軌Ⅵ ＝貼擁≠   



卸・目 E  各  章  公  濱 ‾‾－－‘叫…仙－－‾‾－－‾‖仙叫職‾ 内   各  

且引こ醜八一ニ東根求れ安軸頒を説明レ＼攫摘草僻）の 接斉家につレ＼ての食向摘し＼笹ところ、永削る旨の略を得たのそ、  
その旨線路変色徹し乍   

S？，∫、封  且ン9｛巨おし、て、利島蚤莫立合し＼のラんて、一室益盈を作歳＼      不語矢篭    した．  

】   
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ll・   

産後7γミリー翠約β瀾約欄する紛卵平淡  

不敬賓   

乙ぎ草、粥那乙笹の絶食ろノミリー潔約の紳紳こ避  

でき竿乃＼ら乳取っ了モ針0′2？？′りZO 

食g′30ロ，0∂珊を甲rこ支払うものとすろク  

・乙は、前碩の支払朗組年鋸二分別して 甲の指  、  純金万ミリーう獅の鱒約き潤する普嗜？甲し艶岬Lて  

紳輔軋の〈らしをまもる尉岬3蜂及相牟伊鱒子殖財j′  

新教ウ楓如基ブき、 祁け輌皆篇苦情鋸略蔓吟が  

鼠する餓行ロ  （料鋸軒銀窄‾粗鋼店、賞品  
う  

†頁金こニニ芋                 ㌣叩刷…州岨‰■‾’“   「  ・）巨極り込  

んで＼支払うもの乙し、紬灘料賦・各回の支払鰯召  解釈につきあっせんを痔フた㍍深、普碑申出人  

毎T「甲」といラ。）ヒ割苓液中臥壌臼嫡寧凍式公社（以下  

怯比い りの柳こ録7、下ま乙の乙写り合翫ヾ、舶  

した。  

は、それそt－れ次のと打り乙する。  

笠用・ 蹴侶明号里用  

審Z屈  同 年ら習うD冒  

革3垣二l  同 年り月右相   

客¢血  伝1年8月三‖員  

2，0？ゞ．仇封フ円  

／
瑚
 
 

．＿、、●．－∵．、、、、  

これセ証するたの、  jユ乱を作乾し、甲乙及ぶ且  、∴ －、－∴・  －   

2，07∫00く〕F！   全人がそれぞれ言乙右押印のうと、各自そのノ乱を頒布  

マる。  ¢．5阜やヾ、分姿沌の支払いを潤そ・L汲淋／た・とき′よ、   
痕如ム合包腎餌、循食を点ちに黄ねわなければ■   

ならイまし＼♂   言乙  

／甲及心、乙は、娼知5？冬用廿日付け、間削り口   

イ寸け、間侶鋸糾丹‾乱・ひい同月30日付けの絶食7γミ  

1ト射場略（絶食用Dげラム券）各／混合訂／り乱に  

基ナく触点ファミl巨額約を、本日、それでれ合息抑瞭  

マ 
．  111 

甲Jま、前エすの各回のえ払し＼がえ3したご、とに、 軋  

住ファミリー証券（永嶋／．000ケうム券）／j孔・ヒ乙卜現出  
耳ちものとする。  

甲及わ・は、射項蓋撒切紙食7バリ叫りぎ豹及  
び、その紳隙ト  し、前各号グーグ巨＝何らグー勅封摘   



のないこと宣相互に礪払する♪  
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大阪市北区椎田1丁自1番  
大阪駅前第3ビル26F・27F  

豊田商事枕式会社  

乙  

代表取締役永野一  

神神津僚者■苦触拷朝会   

立会人   

副根津 
略 称㊥  

l■  ‾ ∴、  

l  

】l り】 ■】l事 一暮  111彙   


